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ll． 多嚢胞性卵巣症候群 （PCOS）

京都大学 佐 藤 幸 保

　多嚢胞性 卵 巣症 候群 （polycystic　ovarian 　syn ・

drome ：PCOS ）は，特徴的な臨床症状 （排卵障害

に伴 う月経異常お よび不妊，肥満 t 多毛な ど），卵

巣の 多嚢胞性変化，内分泌学的異常 （血中 LH ≧

FSH
， 高ア ン ドロ ゲ ン 血 症な ど）を主徴とする疾

患で生殖年齢女性の 5〜8％ に認め られる．PCOS
の 臨床像は広範なス ペ ク トラ ム を呈 し，自然排卵
を認め 自然妊娠が 可能な軽症例か ら排卵誘発 に難

渋す る重症例 まで様 々 で ある．本邦で の特徴 とし

て，明 らか な高ア ン ドロ ゲ ン血症や男性化徴候 を

示す症例が 欧米 に比 し て 少な い こ とが あ げられ

る．

　2003年に欧州 ヒ ト生殖学会 （ESHRE ）
・
米国生

殖医学会 （ASRM ）合同で 作成され た PCOS 国際

診断基準との 互換性および本邦で の 特徴を考慮に

入れた新 しい PCOS の 診断基準が，2007年 4月に

日本産婦人科学会か ら発行され た．こ の 診断基 準

で は   月経異常 （無月経，即発月経，無排卵周期

症 の い ずれか）  多嚢胞性卵巣   内分泌学的異常

（血 中ア ン ドロ ゲ ン 高値 また は LH 値 高値か つ

FSH 値正常）の すべ て を満たす症例を PCOS とし

て い る．

　PCOS の 治療は，挙児希望 の 有無に よ り異 なる．

挙児希望が ない 場合は
， 子宮体が ん発生予防の 観

点か ら Holmstrom療法や Kaufmann 療 法 によ り

定期的に消退出血 を起こ させ る．挙児希望がある

場合は，排卵誘発 を行 う．排卵誘発法と して，ク

ロ ミ フ ェ ン 単独療法，ク ロ ミ フ ェ ン と他剤 （メ ト

ル ポル ミ ン，プ レ ドニ ン，カ バ サ
ール な ど）との

併用療 法，FSH 低用量漸増療法な どが挙げ られ

る．PCOS で は排卵数の制御が 困難な症例 も多 く，

その 場合 には外科的治療 （腹腔鏡下卵巣多孔術）や

体外受精に よる胚移植数の 制限が考慮される，

12． 不育症

日本医科大 学 竹 下 俊 行

　不育症は流 産 ・死産 を繰 り返 し生児が得 られな

い 状態と定義され る．不育症の 原因は多岐に わた

るが ， 系統的な原因検索の ス クリーニ ン グを行 っ

て も原因が特定で きない ケ
ース は半数 に上る．厚

労省班研究 （平成 20〜22年度）で行っ た リ ス ク 因

子別の 出現頻度調査で も抗 リ ン 脂質抗体陽性が 最

も多 く， 次 い で 子宮形態異常 ，
プ ロ テ イ ン S 欠乏，

第 XII因子欠乏 t 甲状腺機能異常 ， 夫婦染色体異

常が続い た．本講演で は 原因別に診断と治療に つ

い て最近の 知見 を含めて解説する．

　1．抗 リ ン 脂質抗体症候群

　2006 年に改定され た診断 （分類）基準に従 っ て

診断するが，こ の 基準 に完全に合致す る症例 はそ

れ ほ ど多くな い ．治療は，妊娠初期か らの ア ス ピ リ

ン ・ヘ パ リン併用療法が 有効と考えられ て い る．
ヘ パ リン カル シウム の 妊娠 中の 投与（自己注射）が

保険適応 となる見込み で あるが，患者指導の 要点 ，

処方 に際 して の 留意事項に つ い て解説する．

　2。子宮形態異常

　先天奇形や粘膜下筋腫 な どがその 原因になる．

先天奇形で は，中隔子宮 が不育症 と最 も関連が深

い ．診断は子 宮卵管造影の ほ か，超音波検査 や

MRI ，子宮鏡な どを組み合わせ て行うが ，双角子

宮 と の 鑑 別 に は 3D 超音波が 簡便で 正診率が 高
い ．

　3．血液凝 固異常

　血 栓性素因 と不育症の 関連性 に つ い て多 くの エ

ビデ ン ス が集積 しつ つ ある．凝固第 XH 因子欠乏

症や プ ロ テ イ ン C，S 欠乏症が注 目されて い る．特

に プ ロ テ イ ン S 欠乏症は 日本人に多 く，厚労省研

究で も無治療群 で 生児獲得率が低い こ とが 判 り，

抗血栓療法が必要か も知れない ．

　4．染色体転座

　 日産婦学会が染色体転座 に起因す る習慣流産に

対する着床前診断を臨床研究 として 認めて以来，

少 なか らぬ 症例が 蓄積され て い る．倫理面 を含め

て，専攻 医が知 っ て お くべ き事項 に つ い て解説す

る．
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